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このように進行する時間tを用いると､クラスターサイズSの分布nS(t)紘
n,(t)-S一首f(sP6日T-2,6-1/2) で良く記述できることが二次元でのシミュレ⊥ションの
結果得られた｡ここで､クラスタリングの過程を通じて全粒子数が保存することか
らT-2が要請される｡しかし6の値については現在のところシミュレーションによっ
て調べる他ない｡計算概シミュレーションによれば､一次元の場合は8-1/3と予想さ
れる｡さらに､すべて のクラスターと､等しい確率で粒子を交換するようなモデル
(高次元極限)については8-1であった｡スピノーダル分解の後期過程において､クラ
スターの平均半径Rは時間tに対してR-tlJ3の様に振る舞う事が知られている｡蒸発
による凝集モデルにおいても､クラスターのフラクタル構造を考慮すると､2次元
の場合S-tlJ2,S -R15であるからR-tl月が良く成り立つ｡クラスターの表面張力の差が
駆動力となって成長する系とーここでのモデルのように全く確率的な粒子の交換の
みによって発展する系が同じダイナミクスに従うことは興味深い｡
凝集はKCAに比べ非常にぼやかに進行し､その間クラスターの大きさや形は大き
く変化する｡このモデルにおいて､それぞれのクラスターはサイズに応じた寿命を
持っており､様々な長さの寿命を持ったクラスターが分布している｡従って､系全
体の揺らぎの性質は ､様々なライフタイムを持ったクラスターの揺らぎの紀和とし
て与えられると考えられる｡例えば､系全体での､クラスター表面の全粒子数Ntゎの
時間変化のパワースペクトルは1/fに近い｡この事実はライフタイムの分布自身が寄
乗的であることを示唆している｡
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